
ジ ョ ク ジ ャ カ ル タ に て

土 屋 健 治*

ジャカルタ-スラバヤ間を 1日1回連絡し

ている寝台急行のビーマ (Bima)号に乗って

午後3時30分にジャカルタ中央駅を出発する

と,このディーゼル機関車はジャワ島北海岸

をチェリボンまで走ってから南下 し,ジョク

ジャカルタ及びスラカルタ (ソロ)の二つの

代表的な中部ジャワの都市を経由して,翌朝

8時半頃スラバヤ-到着する｡私がこのビー

マ号に乗って,はじめてジョクジャカルタ駅

に降り立ったのは,1968年11月30日の払暁,

午前 3時過ぎであった｡以来 3カ月余り,ジ

ョクジャカルタでの生活を送ってきたが,町

の印象と大学の様子について,狭い見聞であ

り雑駁ではあるが,以下に若干記してみたい｡

ジョクジャカルタ市の印象

ジョクジャカルタ (Jogjakarta)は,この

国の人々によって ｢歴史の都｣(RotaSedja-

rah)｢学術の府｣(KotaBeladjar)と名付け

られるにふさわしく,しっとりと落ち着いた

町である｡町 は,マタラム王朝 (Mataram)

の宮殿 (クラトン-Kraton)を中心に,ほぼ

正方形に広がっている｡クラトンからまっす

ぐ北-伸びているマ リオポロ大通り (Malio-

*東京大学大学院(社会学研究科)
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boro)は,商店街,官庁街の中心でこの町の

唯一の目抜き通 りであり,ジョクジャカルタ

とソロとを結ぶ街道,ソロ街道の北側地域と,

ソロ街道と平行 して走っている鉄道とこの街

道にはさまれた地域は住宅街を形成 し,クラ

トンの南と西の地域及び町の中央を南北に流

れるチ ョデ川 (Tjode)周辺地域は,カンポ

ン (kampung)が密集 して い る｡町は,こ

とに住宅街は縁と花にみち溢れ,それは実に

かがやかしく美 しい｡

ジョクジャカルタの朝は小鳥の鳴き声とと

もに始まる｡町の人々は,たいてい朝 5時か

ら6時の問には起きて,水浴び (マンディ-

mandi)と朝食を済ませる｡いわゆる富裕な

人々の家に雇用されている使用人 (たとえば

私の下宿は,主人がスマ トラのパ レンバ ンの

駅長で,留守宅に夫人と6人の子供がいるが,

ここでは,料理人の老婆が 1人,洗濯を主と

する30代の子供連れの女が1人,さまざまな

雑用をする少年が2人雇われている｡彼 らは,

食事と寝台,年に1-2回衣服が与えられる

他は,月にせいぜい 300-400ルピアの現金

収入が あるだけである｡)は,家人 よりも少

なくとも1時間前には起きているようである｡

学校は朝 7時から12時半頃まで,商店や官庁

も8時から1時頃までである｡午後は,ほぼ

5時から8時半頃まで商店街が再び店を開い

ている｡他に午後から夕方にかけて授業を行

なっているいくつかの高等学校,大学もある｡

人々は,午後 1時過ぎに昼食をすませて,2

時間 くらい昼寝をし,夕方再び水浴びをして

から7時すぎに夕食をとる｡食事は,私の下

宿先を例にとると自飯に野菜スープ,テンペ

(tempe)と呼ばれる大豆を発酵させて作っ

たせんべい状のもの,時に塩魚か鶏の肉ある

いは野菜料理,これらを,唐辛子をかじりな

がら食べるのである｡しかし朝食は,タピオ

カ (tapioka)で作った代用食にお茶一杯位で

あり,町の多 くの人々は朝食なしで済ませて
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いる場合が多いという｡使用人は家人の残り

物を食べている｡夕食後は近所の人々が集ま

ってジャワ語のおしゃべ りを続け,夜10時頃

には,眠りについている｡

先にも触れたように,商店街はマ リオポロ

通 りに沿って発達している｡私がきて以来,

物価はほとんど安定を続け,米価-ジョクジ

ャカルタで上等米 1キロ35ルピア,普通米で

25ルピアくらい-は,やや下り気味である｡

それに呼応 してか, ドル-ルピアの交換 レー

トも3カ月間にジョクジャカルタで 3回にわ

たって変わり, 1ドル400ルピアから370ルピ

アにまで落ちた｡奇妙なことに,ジャカルタ

とジョクジャカルタでは,交換 レー トが異な

っており,ここでは常に,ジャカルタよりも

1ドルにつき10ルピアほど低 くなっている｡

これについては,｢ここは,ジャカルタよりも
物価が安いから｣という説明しか与えられて

いない｡私は,先に述べた民家の一部屋を借

り,朝はパ ン食,昼と夜は別に中華風の料理

を一品作ってもらい,家族とともに食事をし

ているが,食事代, 部屋代 一切 含めて 1月

10,000ルピア支払っている｡.ジョクジャカル

タ-遊学しているインドネシア入学生の場合

は,普通で3,000ルピア前後,せいぜい5,000

ルピアが本代,下宿代として必要な金額のよ

うである｡

マ リオポロ通りで商店を経営 しているのは

そのほとんどが,インドネシア国籍を取得し

ている中国人であると言われているが,通 り

の両側にほぼ300軒からある商店には,われ

われ外国人にとって も必要な品物 (たとえば

トイレットペーパー)を含めて,生活必需品

はほとんどすべて揃っている｡ただし,香港

及び中国本土からの輸入製品を除いた輸入品

はいずれ も高価で,ことに日本製の繊維製品 ,

化粧品,電気製品 (テレビ, トランジスタ ･

ラジオ,冷蔵庫 も並んでいる)の物価は日本

の 1.5.-3倍 くらい している｡ジョクジャカ

ルタの人々が常用している衣服,石叶ん,自

転車 (自転二重は通勤,通学のもっとも主要な

手段で,朝と夕方は町中に自転車が溢れ,そ

の数は 40,000-50,000台と言われている)

などは,その多 くが,香港,中国からの輸入

品で,店頭価格は日本製品の約4分の 1くら

いであるが,これとても,町の人々の現金収

入の低さと,米価の安さから考えると決して

安価とはいえないように思われる｡

町とインドネシア各地を結びつけているの

ほ,週 3回,ジャカルタージョクジャカルタ

ースラバヤーデンパ ッサルを連絡している飛

行機, 1日1回スラバヤ-ジャカルタ問を走

っている前記のビーマ号とバ ンドン経由ジャ

カルタ行き,スマラン行き等の鉄道,午後出

発 して翌朝ジャカルタに着 く夜間急行バスが

あり,近郊の諸地域にはバスが出ている｡さ

らに,アンドン(Andong)と呼ばれる四輪馬

車は,時に2豆餌tLて,普通は 1頭立てで,や

はりジョクジャカルタの町とその近郊とを結

びつけているが,馬の首につけられた鈴の音

に風情が感 じられるO 近郊のデサ (desa)か

ら町へ農産物を運ぶのには,白牛が使われて

いる｡この牛車はグロバ ック(gerobak)と呼

ばれている｡アンドンは,また,市内各地を結

ぶ交通手段として,独立前までは自転車と並

んでもっとも重要な役割を果たしていたとい

う｡しかし独立後,町の人々にもっとも親し

まれてきた交通機関は,ベチャ (betjak)と

呼ばれる自転車の前に乗客用の座席をしっら

えた三輪人力車で,ジョクジャカルタだけで

もその数は2,000台を下 らない｡ベチャは新

車で 1台 30,000-40,000ルピア (ちなみに

自転車の新車が9,000-14,000ルピア)の価

格であると言われているが,自家用のベチャ

で経営している者はほとんどなく,彼らは主

として中国人の所有者から, 1日 (24時間)

150ルピア,半 日 75ルピアで ベチャを 賃借

りし,距離,道路の状態,乗客数 に応 じて
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10-50ルピアで市内の各所を結びつけるの

である｡これが結局市内バス,市電のかわり

をつとめている｡時には,大人を3名くらい

乗せて走るベチャも見受けられ,差し引きし

た平均収入は 1日50-100ルピア位と言われ

ているが,彼らは組合 も持たず,熱帯でのそ

の労働は厳しく,したがって労働寿命も短 く

胸を病む者が多いという｡私自身は,自転車

を購入してこれを愛用しているがたい-ん便

利である｡

日本で聞かされていたジャワの暑さは,今

まで雨期が続いていたせいか,それほど耐え

がたいものではない｡それにしても,私の部

屋に備えた寒暖計は,朝8時から夜12時すぎ

まで,28度と31度の問を往復している｡しか

し,夜の戸外は風が涼しい｡雨期にはほとん

ど毎日午後から夕方にかけてスコールがくる｡

日本の夏のように堆壮な積乱雲がいきなり空

をおおうというのではなく,午前中にところ

どころ出ていた雲が,午後には静かに空一面

をおおい,やがて風がひととき吹きわたると

ともに,すさまじい勢いで雨粒が落ちてくる｡

ほぼ2時間か3時間,この豪雨が続 くのであ

る｡時には 1日中,細かい雨が降り続くこと

もある｡太陽は垂直に落下し黄昏の余情は感

じられないが,午後から夜に変わりゆくほん

のひととき,切れ残りの雨雲が赤黒 く染まる

頃,町にはイスラムの祈りの声が,高く張り

つめた調子で響きわたる｡それがこの町の一

日のうち,唯一の緊張した時間のように思わ

れる｡

惜しみなく降り注 ぐ雨は,しかしながら,

エネルギー源として有効に利用されてはいな

い｡水道は,雨期の住宅街ですら,夜間と昼

間 1-2時間,ちょろちょろと出る程度であ

り,こちらの人々もこの ｢水道｣の水は一度

わかしてから飲むのである｡停電は今までに

二,三回経験しただけであるが,カンポンの

ほとんどは電気が入っておらず,石油ランプ
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が使われている｡付近のデサでも事情は同じ

である｡結局,インドネシアで近代文明の恩

恵を享受し,また享受しうるのは,都市のご

く一部の地域と人々に限られ,その ｢都市｣

ですら都市としての基本的な機能を果たしえ

ていないように感じられる｡同じことが,こ

の国の膨大な ｢官僚群｣についても言えるよ

うに思う｡この国の主要な就職先として,実

に多くの役人を抱えたまま,近代的官僚制の

役割をほとんど果たしえていないのが,この

国の役所仕事の現状ではないだろうか｡私自

身のいくつかの体験からにすぎないが,そう

感じられる｡

ジャワの夜は暗い｡街の夜もネオンサイン

に飾られるということはない｡雨に降りこめ

られてマ リオポロの大通りに立ちつくす夜な

ど,昔ながらの白壁やわずか 1メー トルたら

ず道路に向かって張り出されたひさしの下で,

身にまとった 1枚の布切れで雨露と寒さをし

のぎながら眠りについている家なき民 (彼ら

はデサやカンポンから行商にきたまま街で夜

をすごす者か,あるいは純然たる乞食)を見

ていると,ふいに芥川竜之介の ｢羅生門｣が

思い出されたりする｡しかし晴れた夜は,ほ

とんど北天近い頭上で,オ リオン座がかがや

くCそのきらめきは漂列そのものである｡や

がて乾期に入り,日本に夏が訪れる頃,さそ

り座や射手座はさらにどれほどきびしくひか

りかがやくことであろうか｡それをみつめる

のが待ち遠しい気持である｡

ガジヤマダ大学- とくに

文学部歴史学科について-

｢歴史の都｣｢学術の府｣ジョクジャカルタ

には回教系及びカソリック系のいくつかの私

立大学があるが,この町のみならず,ジャカ

ルタにあるインドネシア大学と並んで,この

国のもっとも代表的な教育研究機関の中心は,

いうまでもなく国立 ガジャマダ大 学 (Uni-
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versitasGadjahMada)である｡ガジャマダ大

学は,1946年 3月 3日に創立され,1949年12

月19日以来,国立大学となった｡ガジャマグ

の名は,かつて束中部ジャワを中心に強大な

王権を築いたマジャバヒ ト王国 (Madjapahit,

1293-1521)を隆盛に導いた名臣,ガジャマ

ダ (GadjahMada1300?-1364)にちなんだ

ものである｡現在学生数,学部数ともにイン

ドネシア大学を凌ぎ,地域別出身についての

統計をもたないが,アチェから西イ リアンま

で,全インドネシアから学生が集まっている｡

私がジョクジャカルタに着いて以来,大学は

学年末の長い休みに入っており,ようや く3

月中旬から講義が始まる予定で,大学につい

ての詳 しい記述はできないが,いままでに入

手できたいくつかの資料をもとにしながら,

私が聴講生として籍をおいている文学部-
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その現況を紹介してみたい｡

ガジャマグ大学には, 草己在, 法学部 (Fa-

kultasHukum),経済学 部 (Ekonomi),政

治社会学部 (SosialdanPolitik),文学文化
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(Psycholoji),哲学部 (Filsafat,本年度より

新設),医学部 (KedokteranUmum), 歯学

部 (KedokteranGigi), 工学部 (Technik),

薬学部 (Farmasi), 獣医畜産学部 (Kedo-

kteran Hewan dan Peternak), 理学部

(ⅠlmuPastュdanAlam), 生物学部 (Biol0-

gi),農学部 (Pertanian), 農業工学部 (Te-

chnologiPertanian),林産学部 (Kehutanan)

および地学部 (Geografi)の17学部 があり,

学長には 1968年 12月以来 まだ 30代のスロソ
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1968年12月31日現在,新入生 を含 めて,男

ll,538名,女 3,617名,合計 15,155名である｡

学部別学生数の内訳は表 1の通 りである｡ま

た,付属研究機関を含む教職員数は同じく昨

年末現在で 5,601名,その内訳は 表 2の通 り

であるが,専任教授はわずか48名,学生 300

余名に 1人となっている｡

17学部のうち,法学部,政治社会学部には

クラ トンの一角が使用され,医学部,獣医学

部,歯学部は市中央にあるが,それ以外の諸

学部はソロ街道の北側,市の郊外にあたるブ

ラックスムール (Bulaksumur), ス キ ップ

(Skip),カランマラン(KarangMalang)の

諸地域に散在 している大学本部はブラックス

ムールにある経済学部内におかれている｡ま

た,工学部,経済学部,法学部の3学部はジ

ョクジャカルタの北北西約40キロにあるマゲ

ラン市 (Magelang)に分投をもっている｡

ブラックスムールおよびスキップ地区は田

畑を切り開いて作った住宅街であり,キャン

パス周辺には大学関係者の住宅が多い｡ ここ

から北方は中ジャワの雄大な活火山メラビ山

(GunungMerapi,2,911m)の裾野につらな

り,田畑は やし樹が緑一色でひろがっている｡

カランマラン地区には田畑に囲まれて平屋建

ての校舎が4棟だけぽつんと建っており,こ

のうち2棟が薬学部,あとの2棟が文学文化

学部 (以下文学部と略称)として使用されて

いる｡文学部の 1棟は研究室 (教授用の個室

はな く,学科別に一つづつ研究室がある.),

図書室,事務室に充て られ,他の 1枚が教室

として使用されているが,その不足はおおう

べ くもない｡

文学部は文学科として,イギ リス文学科

表 1 ガ ジ ャ マ ダ 大 学 学 部 別 学 生 数 1968年12月31日現在

学 部 名

法 学 部

経 済 学 部

政治社会学部

文学文化学都

心 理 学 部

哲 学 部

医 学 部

歯 学 部

獣医畜産学部

薬 学 部

工 学 部

理 学 部

生 物 学 部

農 学 部

農 業 工 学 部

林 産 学 部

地 学 部

新 入 生

男 【 女 計

在 学 坐 合 計

計
637

297

424

291

17 4 】 94

743

390

519

364

142

7

191

149

100

298

17272

111

90

139

19

6

2

1

6

7

8

4

0

9

2

2

1
834

399

97

1162

336

468

591

1820

440

232

772

429429

1111 627

合 計 ･7791 750i 2529F
*マゲラン分校の学生数を含まない｡
(付) 1969年度新学年は本年2月より開始,入学試験は昨年末に実施された0
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蓑 2 ガ ジ ャ マ ダ 大 学 教 職 員 一一覧 1968年12月31日現在

合

計

一
13

13

職

員

㌫

47

小

量

…

…

4

9

9

5

8

5

7

11

14

7

1

8

4

3

4

2

3

5

6

7

3

1

6

0

5

3

4

1

教

付 属 機 関 上竺ー_]又j待遇 助教授 講 師 l準講師

政治社会学部

文学文化学都

心 理 学 部

哲 学 部

医 学 部

歯 学 部

獣医畜産学部
薬 学 部

工 学 部

理 学 部

生 物 学 部

農 学 部

農 業工学部

林 産 学 部

地 学 部
B.P.K.K.C.4)

B.P.A.5)

B.P.M.6)

木 部 ll1-:持
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(注)
1) それぞれの役職名は次の通りである｡
教授 -GuruBesar
教授待遇-PegawaiTinggiGolonganF/VI
助教授 -LektorKepala
講師 - Lektor
準講師 - LektorMuda
助手 - AsistenAhli
準助手 -Asisten
副手(学生副手)-MahasiswaPembantu(学生の中から採用されるもの)

2) T - Tetap専任
3) LB-LuarBiasa非常勤 (他学部からの出向 が多い)
4) B.P.K.K.C.-BiroPembinaKuliahKuliahChusus特別講義 (ノヾンチャ･シラ,宗教等)
作成事務局
5) B.P.A.- BalaiPembinaanAdministrasi行政運営事務局
6) B.P.M.- BiroPengat)dianMasjarakat社会的奉仕事務局
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(DjurusanSasteralnggris),フランス文学

料 (SasteraPerantjis), アラブ文学科 (Sa-

steraArap), インドネシア文学科 (Sastera

Indonesia),島峡語文学科 (SasteraNusan-

tara)の5学科,文化学科 として,歴史学科

(DjurusanSedjarah),文化人類学科(Anthro-

pologiBudaja),古代史学科 (Purbakaradan

計

SedjarahKunolndonesia)の3学科,計 8

学科よりなり,昨年末の学生総数 834名 の学

科別学年別内訳は表 3の通 りである｡

インドネシアの大学制度は5年制であり,

3年を修了すると学士 (SardjanaMuda),5

年を修了すると修士 (Sardjana)の称号が 与

えられる｡修士号取得のためには試験と論文

表 3 ガジャマダ大学文学文化学部学科別学年別学生数 1968年12月31日現在一へ仁コ計
計

∠ゝ｢1

*島峡語文学科は,インドネシア各地の種族語 (BahasaDaerah),種族文学を専攻するもの｡
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に合格 しなければならない｡博士課程は制度

として存在 しないが,この国での博士号は大

学ごとに設けられた審査委員会によって与え

られる｡その数は少な く,すでに大学の講師,

助教授になっている者が取得するのが普通で

あり,教授は他学部あるいは他大学の博士号

のみを取得 しうるとのことである｡ガジャマ

ダ大学では現在までに,医学博士,獣医学博

士,法学博士,農学博士,心理学博士がそれ

ぞれ 1名ずつ生まれただけで,外国の諸大学

から博士号を取得した教授のほうが多 くなっ

ている｡

文学部歴史学科は, 1年を一般教養として

費やし,2年からインドネシア史と西洋史に

分かれる｡これらの講義内容を昨年度のもの

について一覧すると表 4の通 りである｡

歴史学科の教授陣は,教授 (GuruBesar)

1名,講師 (Lektor) 3名,準講師 (Lektor

Muda)2名, 助手 (AsistenAhli)3名よ

りなり,この他に,非常数 (他学部からの出

向が多い)として教授 2,講師 5,準講師 3,

助手 2名よりなっている｡(1968年)

歴史学科主任教授のサル トノ (Prof.Dr.

SartonoKartodirdjo)は,1956年にインドネ

シア大学からこの国で独立後初めて歴史学の

分野で修士号を取得,後アメリカ (イェ-ル

大学,シカゴ大学)とオランダに学び1966年

にバンテン農民反乱の研究 (ThePeasants'

RevoltofBantenin1888)でアムステルダ

ム大学から博士号を授与された学者で,現在

インドネシア歴史学界の最高峰と目されてい

る｡教授は今年 3月より9月までシンガポー

ル大学に招かれて現在不在であるが,その学

究的な態度と穏やかな人柄とがあいまって,

歴史学科の若い学徒達から絶大な信頼を得て

いるように思われる｡サル トノ教授は昨年度

インドネシア史のセ ミナーと歴史理論,歴史

学方法論の講義を受けもっていた｡

サル トノ教授はインドネシア大学の出身で

あるが,現在講師陣,助手陣のほとんどはガ

ジャマダ大学歴史学科の出身者で占められて

いる｡それらの顔ぶれをみると,ジョコ ･ス

キマン (Drs.DjokoSoekiman,ジャワにお

けるオランダ建築史の論文で1963年修士号取

得, 文化史 担当),スダルソノ (Drs.R.N.

Soedarsono, 空想的社会主義 の論文で 1962

年修士号取得,酉洋史,西洋文化史担当),

イプラヒム (Drs.T.Ibrahim Al丘an,アチ

ェの年代記に関する論文で1964年修士号取得,

歴史学セ ミナー担当),ダルモノ(Drs.Dhar-

mono,19世紀 ジャワの強制賦役労務省 に関

する論文で1966年修士号取得,インドネシア

近代史担当), ス-ル トノ (Drs.Soehartono,

日本軍政下の中央参議院に関する論文で1966

年修士号取得,インドネシア近代史,民族運

動 史担 当), スケ シ (Dra SoekesiSoema-

tmodjo,タマン ･シスワ運動に関する論文で

1966年修士号収得, インドネシア現代史,氏

族運動史担当)などがあげられる｡

文学部 8学科から修士号を取得して卒業し

た学生は,1957年から1967年末 までで 144名

である｡文学部が現在の形で設置されたのは

1955年であるが,これら144名の修士数は 文

学部全体の学生数と比較するとかなり少ない｡

文学部学生の多 くが, 3年修了とともに大学

を去ること,それに論文作成のための時間と

費用とが容易にはつ くれないことがその理由

としてあげられよう｡

歴史学科についてみると上記期間 (正確に

は1961年～1967年)に修士号を得た者は42名

である｡これら42の論文について,私はその

題目をみるだけであり,内容について現在の

ところ知りえないが,その題目に従って地域

と時代に関して大まかな分類をし,その一覧

を掲げてみると表 5の通 りである｡これでみ

るとインドネシア史関係が圧倒的に多 く,と

くに65年以降は,インドネシア近 ･現代史,

民族運動史関係の論文が著増 しているのが目

127



東南アジア研究 7巻 1号

表 4 文 学 部 歴 史 学 科

第1学年

基礎必修 (Dasar)

1. ノヾンチャ･シラ

2. 宗 教

必 修 (Baku)

3. インドネシア史入門

4. 西洋史入門

5. アジア史入門

選択必修 (Pelengkap)

6. イスラム学

7. 図書館学

8. 社会学入門

語 学 (Pembantu)

9. インドネシア語

10. 英 語

11. オランダ語

12. ドイツ語 ･フランス語

第2学年 A.インドネシア地域

基礎必修

1. 宗 教

必 修

2. インドネシア古代 ･中世史

(SedjarahlndonesiaLama)

3. インドネシア史史料

4. 歴史学方法論入門

5. インドネシア近代史

(SedjarahIndonesiaBaruXVI～

ⅩⅤⅠⅠⅠ)

選択必修

6. インドネシア古代 ･中世文化史

7. インドネシア共和国の国家組織

(Tatanegara)

8. 史料批判 (Kartogra丘)

9. マレー古代,ジャワの国家構造

語 学

10. オランダ語

第2学年 B.西洋地域

基礎必修

1. 宗 教

128

必 修

2. 中近東近 ･現代史

3. 歴史学方法論入門

4. 西洋近代史 (16-18世紀)

5. インドネシア近代史 (16-18世紀)

選択必修

6. インドネシア古代 ･中世文化史

7. 経済史

8. 国家思想史

(SedjarahKemikiranKenegaraan)

9. ギリシャ･ローマ文化史

10. 史料批判

語 学

11. ドイツ語,フランス語

第 3学年 A.インドネシア地域

必 修

1. インドネシア近 ･現代史

(SedjarahIndonesiaBaruXIX～

ⅩⅩ)

2.植民地主義 ･帝国主義

3. 歴史記述の技法

(TeknikPenulisanSedjarah)

4.民族運動史

5. 東南アジア史

6. 西洋近 ･現代史 (19-20世紀)

選択必修

7. インドネシア近代文化史

語 学

8. オランダ語

9. マレー語,ジャワ語史料

第3学年 B.西洋地域

必 修

1. 植民地主義 ･帝国主義史

2. インドネシア近 ･現代史 (19-20世紀)

3. 歴史記述の技法

4. 民族運動史

5. 西洋近 ･現代史 (19-20世紀)

選択必修

6. 西洋近 ･現代文化史
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講 義 題 目 一 覧 (1968年)

7. ルネサンス文化史

8. イスラム文化史

9. インドネシア近 ･現代文化史

語 学

10. ドイツ言吾,フランス語

第4学年 A.インドネシア地域

必 修

1. インドネシア近 ･現代史セミナー

2. 歴史哲学

3. 歴史学方法論

選択必修

4. 文化人矧学

5. 選 択

a.東洋美術史

b.西洋美術史

C.アフリカ史

d.西洋史文献講読

e.東南アジア史

f.社会学

6. オランダ語

7. 種族語文献講読

第4学年 B.西洋地域

必 修
1. 西洋史セミナ-

2. インドネシア近 ･現代史セミナー

(注) 各課目の時間数は,いずれも1週 2時間

立つ｡ 口本関係の論文が多いのも注 目される｡

歴史学科について修士号取得の時期を年齢別

にみると,25才～30才 18名,31才～35才 16

名,36-40才 6名,41-50才 2名となって

いて,修士号取得の年齢が高いことに気がつ

く｡文学部の他学科について も雪印青は同 じで

ある｡総 じていえば, これはこの国の研究条

件の厳 しさを反映 しているものと言えよう｡

例えば,｢洋書｣は 日本で購入する場合 より
安価とは言え, 1冊 2,000-3,000ル ピアは

しており, しか もイ ンドネシア史闇係の ｢洋

3. 歴史哲学

4. 歴史学方法論

選択必修

5. 外交史

6. 選 択 (Aコースと同内容)

語 学

7. ドイツ語,フランス語

第5学年 A.インドネシア地域

必 修

1. 近 ･琴三代インドネシア史文献講読

2. 歴史哲学

3. 歴史学方法論

選択必修

4. 文化人類学

5. 選 択 (第4学年の選択と同内容)

論 文

第5学年 B.酉洋地蟻

必 修

1. 西洋史文献講読

2. 歴史哲学

3.歴史学方法論

選択必修

4.選 択 (第4学年の選択と同内容)
論 文

書｣はほとんど店頭で見当たらない｡ガジャマ

グ大学の教授 クラスで 月給が 9,000-10,000

ル ピア,助手は 2,500ルピア前後とのことで,

いわんや定収入のない奨学金制度 もない学生

にとっては,本の購入す ら思 うにまかせない

ようである｡イ ンドネシア史関係の史料にし

て も,ほとんどジャカルタの博物館か国立文

書館に眠ってお り,マイクロフィルム,ゼロ

ックスの設備 もない現状での研究は,多 くの

困難を抱えていると言えよう｡

こうした現状で,なおかつ,若い歴史学徒
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表 5 文 学 部 歴 史 学 科 修

Ⅰ-a.インドネシア (19世紀末までを扱ったもの)

1. -マンクブオノ1世の建築様式 (1961年4月修士号取得)

HamangkubuwonaldenganSemiBangunan

2. プラオサン寺院 (1962年6月) TjandiPlaosan

3. イジョ寺院 (1962年6月) Tjandildjo

4. バタビアのシナ人反乱 (1962年8月) GegerPatjina

5. ディポネゴロ戦争 (1962年8月) PerangDipanegara

6. ジャワとくにジャカルタにおけるオランダの建築様式史 (1963年7月)

SedjarahSemiBangunanBelandadiDjawa,ChususnjaDjakarta

7. 社会的宗教的側面よりみたるミナンカバウのパ ドリ戦争 (1964年1月)

PerangPaderidiMinangkabau,tindjauandarisegisosiaトreligius

8. 17世紀中葉のパレンバン- パレンバンとその周辺における胡淑貿易政策に関する歴史的

分析 (1964年4月)

PalembangPertengahanPertamaAbadke-17,Sebuahanalisahistoristentang

keadaanpolitikperdaganganladadidaerahPalembangdansekitarnja

9. 17世紀インドネシアにおける朝敵貿易 (1964年5月)

PerdaganganladadiIndonesiaAbadke-17

10. アチェパサイの諸年代記に関する歴史的一考察 (1964年6月)

SebuahTindjauanSedjarahtentangHikajatRadja2Pasai

ll. 19世紀ジャワにおけるプパティ衰退の初期様相 (1964年7月)

KemundurankeduluanBupati2diDjawapadaabadke-19

12. パシル年代記の神話的,歴史的諸要素の分析 (1964年9月)

AnalisatentangUnsur2MitisdanSedjarah2BabadPasir

13. バタック地方のキリス ト教 (1965年3月) AgamaKristendiTanahBatak

14. ファン･-イツと1898年の政府令 (1966年5月)

VanHeutszdanPeraturanPemerintahTahun1898

15. 18世紀における通商路としてのマカッサル (1966年6月)

MakasarsebagaiBandarDagangpadaAbadke-18

16. ジャワ旗民の諸内容 (1966年7月) BeberapaHaltentangOrangKalang

17. 19世紀ジャワの強制月武役労働(者)の問題 (1966年9月)

MasalahRodidiDjawapadaAbadke-19

18. スルタン･アダンのバタビア攻撃 (1967年9月) SeranganSultanAgllngBatavia

I-b.インドネシア (20世紀以降を扱ったもの)

1. モハマディヤ設立の経緯 (1964年1月)

SedjarahSekitarBerdirinjaMuhammadijah

2. バ リ島南部の虐殺 (1964年2月) PuputanBadung

3. ジャワにおける外国民間資本の定着と民族覚醒に及ぼしたその影響 (1966年 1月)

Penanaman ModalSwasta Asing diDjawa SertaPengaruhnjaterhadap

KesadaranNasional
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上 論 文 題 目 覧 (1961年～1968年)

4. インドネシアにおけるコ-デ ィアン派アフマディヤ (1966年2月)

AhmadijahQ豆diandiIndonesia

5. とくに中央参議院との関連よりみたるインドネシア民族主義 (1966年 5月)

NasionalismeIndonesia,ChususditindjauhubungannjadenganTjuoSangiin

6. 民族運動の一側面たるタマンシスワ (1966年5ノ｣)

TamansiswaadalahsalahsatuaspekdariPergerakanNasiona1

7. 南スラウェシマリノ反乱との対決 (1966年7月) KonfrontasiKitaterhadapMalino

Ⅲ.アジア ･アフリカ

1. アルジェリア革命 (1964年9月) RevolusiAldjezair

2. インド独立運動 (1965年9月) MenudjuKemerdekaanindia

3. 19ui･紀中期における日本の近代化 (1966年6)D

ModernisasiDjepangpadapertengahanabadke-19

4. 日本におけるデモクラシーの発展 (1966年10月)

PerkembanganDemokrasidiDjepang

IIL ヨーロッノヾ ･アメ リカ

1. 西ヨーロッパの民族主義と民族運動 (1848年のフランス革命より) (1962年 1月)

Nationalism andNationalMovementinWesternEurope(From tlleFrench

Revolutionto1848)

2. 空想的社会主義 (1962年10月) SosialismeUtopia

3. アメ1)カ南北戦争におけるアブラ-ム ･リンカーンの役割 (1963年7月)

PerananAblaham Lincolndalam PerangSaudaradiAmerikaSarikat(1861-

1865)

4, フランスの民族主義 (1965年 3月) NasionalismePerantjis

5. ドイツナチス権力の発生 (1965年 9月) TumbuhnjaKekuasaanNaziismeDjerman

6. ア ドルフ･ヒトラー,独裁者となったその諸要因 (1966年 7月)

AdolfHitler,faktor2janemendoronguntuk mendjadiseorangdiktatordi

Djerman

Ⅳ.国 際 関 係

1. ケープカイロ- 近代イギ リス帝国主義とアフリか こおけるその政策の特質に関する一研

究- (1963年6月)

CapeCairo,Sebuahstuditentangimperialismemodern lnggrisdan Pela･

ksanaantjita-tjitanja,diAfrika

2. 政治的背景よりみたる19世紀初頭の東方問題 (1963年 7月)

PersoalanTimurdalam abadke-19bagianPertama,tindjauanlatarbelakang

politik

3. 1945年～1949年の冷たい戦争 (1965年2月) PerangDingindiDjerman1945-1949

4. 第二次大戦後の日本においてアメリカ合衆国の果たした経済的社会的役割 (1965年2月)

PerananAmerikaSarikatdiDjepangdalam EkonomidanSosialsesudah

PerangDuniaII
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表5つづき

5. 1956年のスエズ危機- イギ))ス支配維持の失敗- (1966年1月)

KrisisSuez1956,salahsatuKegagalanlnggrisdalam usahanjamemperta･

hankandominasinJa

6. ベトナムにおけるフランス植民地化の終末 (1966年7年)

BerachirnjaKoloniasasiPerantjisdiVietnam

7.パレスチナ分割をめぐって- パレスチナにおけるシオニズムとアラブ民族主義に関する

一断面- (1966年10月)

MenudjuPembagianPalestina(SuatuPembagiantentangpergerakanZioni-

smeversusNasionalismeArabdiPalestina)

たちが個人的なレベルではあって もねぼり強

い努力で研究を続けているのは,インドネシ

ア史の再構築,即ち,インドネシア民族史を

確立するという責任と自負とに支えられてい

るからであろう｡

このインドネシア民族史確立の問題は1945

年の独立以後,たんにインドネシアの歴史学

者のみならず,この国の民族指導者たちにと

って も当然重要な問題となっていたわけで,

1957年12月にガジャマグ大学で第 1回全国歴

史学セ ミナーが開催された時,そこでの主要

なテーマもこの問題に絞られていたOこのセ

ミナーとここで取 り上げられた民族史確立の

こころみについては,永積昭教授が ｢オラン

ダ植民史観とインドネシア ･ナ シ ョナ リズ

ム｣(『アジア研究』14巻3号,アジア政経学
会刊,昭和43年10月,pp.15-30)の中で詳

しく紹介しておられるが,現在のインドネシ

ア史学界は12年前のセ ミナーで提起された諸

問題といまなお取 り組んでいるといえよう｡

そこで最後に,ここの文学部歴史学科に限っ

て,この問題について触れてみたい｡

インドネシア史をインドネシア人の手によ

って新たに書き直すという場合,それはオラ

ンダの学者が見出しえなかった新 たな史料

をとくに地方史について発掘すること,ある

いは数多 くの年代記を新たに読み直すことで
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年代記の背後にある土着社会の文化に肉薄す

ること,このような作業とならんで (関連し

て)何よりもまず,歴史解釈の主体の問題,

具体的には,民族自体の立場からしてどのよ

うな時代区分がインドネシア史についてなさ

れるべきかという問題として,現在の歴史学

者に意識されているようである｡

例えば,歴史学科主任教授サル トノを編集

主任としてここの歴史学科から1967年12月に

第 1号が刊行された 『歴史学誌』(Lembaran

Sedjarah)は,1968年 8月に第 2号,1968年

12月に第 3号 (1号 1,000部 ずつ発行)がひ

き続いて出されたが,その刊行の辞の中で,

現在,歴史学一般とくにインドネシア史学を

学ぶ学生のためのテキス トの乏しさにかんが

みて,これらの高等教育におけるインドネシ

ア史のテキス トとして使用可能な高度の歴史

論文を掲載していくこと,そのために,翻訳

ものではなく第 1次史料にもとづいて作られ

たかきおろしの論文を掲載 していくという抱

負がうたわれており,特に第 2号,第 3号で

はサル トノ教授 自ら筆を執ってインドネシア

史学の当面する諸問題に触れている｡

ここでは第 3号に載せた論文,｢インドネシ
ア史料の構造的側面｣ (Segi-segiStrukturil

Historiogra丘 Indonesia)についてそのアウ

トラインを紹介してみたい｡サル トノはまず,



L屋.:ジ ョクジ ャカル タにて

時代Lx=分の仕方が歴史家の立場と観点とをそ

のまま反映するものであることを述べたあと

で,直接インドネシア史の時代区分の問題に

触れ,従来オランダの歴史学者によって記述

されてきたインドネシア史が完全に酉歌口-1心,

とくにオランダ中心の史観にもとづいており,

｢インドネシア史｣とい う場合,それは たか

だか,オランダ東印度会社の発展史かあるい

は,オランダ民族の海外発展史にすぎないこ

と,従ってこのような史観は,彼 らによって

なされたインドネシア史の時代区分の仕方に

そのまま反映されていることを,スターベル

(Stapel), フレッケ (Vlekke),デ ･ブラー

フ (deGraaf)の通史を取 り上げて明らかに

している｡すなわち,彼 らがインドネシア史

の時代区分を行なうとき,それはそのまま,

束印度会社の盛衰史,あるいはオランダ植民

地政策の変遷史と重なり合 っており,インド

ネシア地域 自体のさらに複雑で主体的な社会

変動についてはほとんど無視されてきたこと

を強調している｡例えば1500年前後か らイン

ドネシア近代史 (SedjarahlndonesiaBarn)

が始まるという場合,それはこの地域にこの

時期にヨーロッパの文物が到来したことによ

ってひきおこされたのでは決してな く,東南

アジア海洋地域におけるイスラム発展史,マ

ラッカを中心とする海路貿易の隆盛と推移,

これらと関連 してひきおこされていったモジ

ャバヒ ト王国のゆるやかな崩壊過程等々のな

かでこそ,はじめて意味づけられるべきもの

であると述べている｡サル トノ教授は次にオ

ランダⅠ~巨L､史観のもつ このような問題点は,

オランダ東印度会社以来,オランダ人が行な

ってきた史料収集の方向と方法に由来するも

のであるとして,インドネシア史の史料の問

題に触れている｡教授によれば,インドネシ

ア自体の年代記 (Babad または Sedjarah,

Hikajat類)が,多少なりともヨーロッパ人

によって着冒されるようになったのは,よう

や く19世紀に入って,イギ リス人ラップルズ

(ThomasStamfordRafBes)が統治 して以

来のことであり,それ もその後オランダ支配

の復活とともに十分なされないか,あるいは

収集して も,それにもとづいて歴史を記述す

る場合には結局オランダ中心史観の域を出る

ことがなかったという｡ したがって教授は,

現在のインドネシア歴史家にとって必要なの

は,歴史史料について新たな点検を行なうこ

と,とくに伝統的な年代記の中から歴史事実

を読み取ることであると強調 し,彼 自身,イ

ンドネシア地域の年代記をい くつか取 り上げ

て,その物語性を洗い落としつつ,その中 に

含まれている文化史的な諸史実とそれ らの関

連とを読み取っている｡

ところでサル トノ教授が ここで一貫 して述

べているインドネシア民族史の構築という問

題は,より具体的には,新たな時代区分をイン

ドネシア史について行なうことによって,イ

ンドネシア史の標準的な通史を記述すること,

とくに高等学校用の標準的なインドネシア史

の教科書を作成する問題に係わって くるよう

である｡今年の2月12日から3日間にわたって

開催された ｢ガジャマダ大学文学部卒業記念

及び修士同窓会 学術週間｣(PekanKegiatan

ilmiah,reunisardjanadanwisudaFakul-

tasSasteradan Kebudajaan Universitas

GadjahMada)の際, 2月12日夜,ジャカル

タから招かれて記念講演を行なったヌグロホ

･ノトスサント (NugrohoNotosusanto)が,

この講演の巾でとりわけ強調 していたのも,

まさにこのインドネシア民族史の通史作成の

問題についてであった｡現在,インドネシア

大学文学部歴史学科で講師を勤めるかたわら,

国軍史編纂委員会 (LembagaSedjarahPer-

tahananKeamanan) の委員長の任にある若

い 歴史学者 ヌグロホは,｢インドネシア の歴

史家とインドネシア史｣(Sedjarawan Indo-

nesiadanSedjarahlndonesia) と題するこ
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の講演において,インドネシア民族が,何より

もまず,一つの民族として生活していきたい

という主体的な意識によって構成されている

ことを強調し,スリウイジャヤ (Sriwidjaja)

王国ともマジャバヒ ト王国とも質的に異なる

強固な新たな民族国家インドネシア- それ

は,1945年の独立によって形成され,パ ンチ

ャ･シラ(PantjaSila)においてその民族のエ

トスを表明したとヌグロホは語っている-

にふさわしい標準的なインドネシア史が,今

こそ執筆されるべき時であり,それを行なう

のがインドネシア史学者の責務であると述べ

ていた｡さらに彼は,この標準書の執筆こそ,

1957年の第 1回歴史学セミナーで提起されて

いた問題の一つの帰結であり,この執筆のた

めに,ガジャマダ大学,インドネシア大学,

バンドンのパジャジャラン大学 (Universitas

Padjadjaran)の歴史学者たちによって構成

された委員会による共同作業が有効な手段と

して考えられると述べ,さらにこの民族史編

纂委員会発足のための出発点として,第2回

歴史学セミナーが近々開催されるべきではな

いかと述べて,彼の講演を結んでいた｡ヌグ

ロホが提起している第2回歴史学セミナーの

具体的構想については明らかにされてはいな

いが,このままでいけば来年中にもこのセ ミ

ナーがジョクジャカルタで開催されるのでは

ないかと,歴史学科の-講師は語っていた｡

その場合,第 1にいかなる時代区分が,い

かなる史料を基礎にして,いかなる方法論に

おいて行なわれるのか,また第2にヌグロホ
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が述べている歴史学者による共同作業 (共同

執筆)の際には,もちろん徹底的な討論が前

提とされなければならないが,それにしても

個々の歴史学者の問題意識の相違は十分生か

されるのか,すなわち,個々の歴史学者の研

究の自由を保障することと,共同作業によっ

て標準書を作成することとは,どのようにし

て両立しうるのか,結局官製の歴史が書かれ

るという恐れはないのか,さらにこれらの2

点と関連して,サル トノ教授自身がファンル

ール(vanLeur)を取り上げ,ルールが広 く

東南アジア史の中でインドネシア史を捉えよ

うとしていたことを評価しつつ,被植民地地

域の中でインドネシア史を比較考究する必要

に触れているが (サル トノ教授前掲論文22-

23ページ),このような,いわば,インドネシ

ア史自体を東南アジア,またアジア ･アフリ

カの歴史の中で相対化する観点は十全に生か

されていくであろうか,この相対化の契機と

して何がとりあげられるのであろうか,とい

った点については,インドネシア歴史学界の

動向を追う場合の,私自身の一つの課題とし

て考えていきたい｡

付 記

本稿作成に当たって,タイプ刷りの資料

｢文学部便覧｣1968年版を借して下さった

イプラヒム講師の御好意に感謝する｡

(1969年3月22日 ジョクジャカルタにて)


